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本
学
で
は
、
二
〇
〇
一
年
度
に
就
職
部
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

改
組
し
、
就
職
指
導
及
び
斡
旋
が
中
心
で
あ
っ
た
就
職
支
援
か
ら
、

低
学
年
次
か
ら
就
職
に
対
す
る
意
識
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
を
含
め
た
総
合
的
な
就
職
支
援
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
資

格
講
座
・
就
職
対
策
講
座
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
大
別
す
る
と
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
に
代
表
さ
れ

る
正
課
授
業
と
、
資
格
講
座
・
就
職
対
策
講
座
や
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
の

採
択
に
伴
っ
て
実
現
し
た
「
自
分
発
見
ノ
ー
ト
」「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
カ
ル
テ
（
Ｃ
Ｄ
Ｋ
）」
な
ど
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
本
柱
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
本
学
の
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
中
心
に
、
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
の
状
況
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
．
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

図
は
本
学
に
お
け
る
学
年
進
行
に
対
応
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

の
体
系
を
示
し
た
も
の
で
、
正
課
授
業
の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

及
び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ほ
か
正
課
外
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

っ
て
本
学
の
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
度
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
に
選
定
さ
れ
た
「
自
分
発

名
古
屋
学
院
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
就
職
支

援
体
制

三
井　

 

哲

（
名
古
屋
学
院
大
学
商
学
部
教
授
／
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
）

●
事
　
例
●
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見
型
学
生
支
援
ネ
ッ
ト
の
構
築
に
向
け
て
」
は
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
を
軸
に
、
各
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
形
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
意
味
で
も
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
本
学
に
お
け
る
学
生

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
、
学
部
教
育
課
程
の
正
規
授
業
科
目
と
し

て
配
置
し
、
一
年
次
か
ら
三
年
次
ま
で
の
六
セ
メ
ス
タ
ー
に
わ
た
る

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
・
商
・
外
国
語
学
部
で
は
、
必
修
で
は

な
い
も
の
の
全
員
が
履
修
す
る
よ
う
に
、
他
の
講
義
科
目
と
な
る
べ

く
重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
時
間
割
上
の
配
慮
を
し
た
。
講
義

は
、本
講
座
の
た
め
に
新
た
に
採
用
し
た
専
任
教
員
が
主
に
担
当
し
、

三
年
間
を
通
し
て
、
段
階
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
意
識
を
涵

養
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ま
た
、
具
体
的
な
就
職
対
策
の
準
備
ま
で

を
扱
っ
て
い
る
（
表
参
照
）。

こ
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
を
通
じ
て
具
体
化
し
た
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
志
向
な
ど
の
情
報
は
、
後
述
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

を
担
当
す
る
ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
の
担
当
教
員
）

や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
有
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
、
各
学
生
の

志
向
に
応
じ
た
資
格
講
座
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
て
、
参
加
を
促
し
て
い
く
体
制
が
で
き
て
い
る
。

ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
定
期
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る

個
人
面
談
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
Ｃ
Ｄ
Ｋ
（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
カ

ル
テ
）
に
、
ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
形

で
記
録
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
に
お

け
る
学
修
を
軸
と
し
て
、
ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
が
相
互
に
連
携
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
志
向
に
合
っ
た
き

（図）キャリア形成支援プログラム
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め
の
細
か
い
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
す
す
め
て
い
る
。

二
．
自
分
発
見
ノ
ー
ト

（
一
）
導
入
教
育
と
共
通
テ
キ
ス
ト

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
頃
か
ら
、
本
学
に
お
い
て
も
リ

メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

こ
の
頃
か
ら
退
学
・
離
籍
者
の
増
加
が
目
立
ち
始
め
た
が
、
退
学
を

申
し
出
た
学
生
に
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
友
達
が
で
き

な
い
」
と
い
う
理
由
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
問

題
に
対
応
す
る
試
み
と
し
て
、
各
学
部
で
は
、
基
礎
ゼ
ミ
、
教
養
演

習
と
名
称
は
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は
学
生
が
不
安
を
持
た
ず
に
大

学
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
一
ク
ラ
ス
一
五

人
前
後
で
開
講
す
る
導
入
教
育
を
開
始
し
た
（
一
〇
年
度
よ
り
、
全

学
部
で
「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
と
講
座
名
を
統
一
し
た
の
で
、
以
下
で

は
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
と
表
記
す
る
）。

や
が
て
、
導
入
教
育
用
の
共
通
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
強
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
〇
六
年
に
「
共
通
テ
キ
ス
ト
」

作
成
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
教
案
例
を
検
討
し
た
が
、
共
通
テ

キ
ス
ト
作
成
委
員
会
委
員
の
中
に
も
、
共
通
テ
キ
ス
ト
で
内
容
を
完

全
に
し
ば
り
つ
け
る
こ
と
を
嫌
う
委
員
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
①

 
(表１) キャリアデザインで扱う主要テーマ 
 
  ＜キャリアデザイン１ａ・１ｂ（１年次）＞
  自分の強みや課題、価値観を明らかにして自己理解に取組み、自らを見つめること 
 で、大学で学ぶことの意義や社会に出るための基礎知識の習得を行いながら将来ビジ 
 ョンを構想する。 
  ・職業について考える      ・社会のトレンドを知る 
  ・キャリアと企業について    ・自分の過去・現在・未来 
  ・キャリアデザインと大学生活  ・自分の適性能をチェックする 
  ・社会で求められる力とは    ・常識力アップ
 ＜キャリアデザイン２ａ・２ｂ（２年次）＞
  働くことの意義を認識し、コミュニケーション能力や常識力などの社会で求められ 
 る基本能力を養い、自己実現の方向性を明確にする。 
  ・社会の中で求められる能力   ・コミュニケーションスキルを高める 
  ・ビジネスマナーを学ぶ     ・大学生に求められる常識力とは 
  ・私ブランドづくり      ・就職に必要な基礎学力
 ＜キャリアデザイン３ａ・３ｂ（３年次）＞
  学部教育で学んだことを社会において自ら実現していく手段について考えるととも 
 に、現実の就職活動を実践するためのノウハウを吸収する。
   ・ＳＰＩ万全の対策法を学ぶ    ・業界・業種の分析・研究をする 
  ・自己分析（自分の売りをみつける） 
  ・履歴書・エントリーシートの作成 
  ・面接対策            ・直前チェック

 

 
 
 
 

（表）キャリアデザインで扱う主要テーマ
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建
学
の
精
神
、
②
大
学
で
学
ん
で
欲
し
い
こ
と
、
③
本
学
の
施
設
・

機
能
の
説
明
、
④
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
⑤
友
達
作
り
の
五
点
に
つ
い

て
は
必
ず
触
れ
る
と
い
う
こ
と
で
決
着
し
、
学
長
が
「
〇
七
年
か
ら

の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
一
五
週
の
最
初
の
五
週
で
、
必
ず
こ
れ
ら

を
テ
ー
マ
に
し
て
授
業
を
進
め
て
欲
し
い
」
と
要
望
す
る
こ
と
で
意

思
の
統
一
を
図
っ
た
。

（
二
）
自
分
発
見
ノ
ー
ト

五
項
目
の
必
修
テ
ー
マ
を
含
む
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
が
始
ま
っ
た
〇
七

年
に
、
前
述
の
自
分
発
見
型
学
生
支
援
ネ
ッ
ト
の
構
築
が
学
生
支
援

Ｇ
Ｐ
に
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
、

「
自
分
発
見
ノ
ー
ト
」
が
あ
る
。

自
分
発
見
ノ
ー
ト
は
基
本
的
に
は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
、２
の

副
読
本
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
編
集
、
作
成
さ
れ
た
が
、
共
通
テ

キ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
た
五
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
ペ
ー
ジ
も
あ

り
、
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
の
副
読
本
と
し
て
も
使
用
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
原
則
全
員
履
修
と
し
た
た
め
、
教
員
や
教

室
数
の
制
約
か
ら
、
学
生
数
が
二
〇
〇
人
程
度
に
な
る
ク
ラ
ス
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
授
業
中
に
学
生
一
人
一
人
に
き
め
細

か
い
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
個
別
の
対
応
が
必
要
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
、
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。た

と
え
ば
、
一
年
次
用
の
自
分
発
見
ノ
ー
ト
に
は
、「
大
学
生
活

の
目
標
と
計
画
を
立
て
る
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
自

分
の
強
み
な
ど
を
再
確
認
し
、
こ
れ
を
生
か
し
た
仕
事
に
つ
く
た
め

に
必
要
な
大
学
生
活
を
通
し
て
の
目
標
や
、
実
現
す
べ
き
テ
ー
マ
を

書
き
出
し
て
い
く
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
時
間
内
に
こ
れ
を
完
全
な
も
の
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
六
月
上
旬
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
時
間
に
テ
ー

マ
の
趣
旨
、
作
業
の
概
要
を
説
明
し
た
上
で
、
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
の
時

間
に
、
学
生
に
作
業
を
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
学
生
一
人
一
人
に
対
し

て
ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
そ
の
記
入
内
容
を
も
と
に
面
談
し
、
学

生
生
活
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
内
に
あ
る

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
カ
ル
テ
（
以
下
Ｃ
Ｄ
Ｋ
）
に
記
入
し
、
学
生
を

励
ま
し
た
り
、
以
後
の
面
談
時
の
資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な

る
。

（
三
）
Ｃ
Ｃ
Ｓ
と
Ｃ
Ｄ
Ｋ

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
か
ら
三
年
生
の
秋
に
就
職
希
望

者
に
、「
進
路
（
就
職
）
登
録
カ
ー
ド
」
を
提
出
さ
せ
、
こ
れ
を
ベ

ー
ス
に
就
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。
仮
に
Ｃ
Ｄ
Ｋ
を
紙
ベ
ー
ス
で
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運
用
す
る
と
、
カ
ー
ド
の
利
用
者
が
一
年
生
ま
で
広
が
る
た
め
、
約

五
〇
〇
〇
枚
の
カ
ー
ド
の
管
理
が
必
要
に
な
り
、
管
理
や
収
納
面
で

収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
電
子
媒
体

に
よ
る
管
理
が
不
可
避
と
い
う
事
に
な
っ
た
が
、
本
学
で
は
、
〇
三

年
に
全
面
的
に
導
入
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
（
以
下
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
と
い
う
基
盤
が
あ
っ
た
た
め
、
Ｇ
Ｐ
に
採

択
さ
れ
た
こ
と
で
、比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
、
学
生
・
教
員
・
事
務
局
の
三
者
を
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
ん
だ
も
の
で
、
休
講
・
補
講
・
教
室
変
更
通
知
な
ど
の
情
報

伝
達
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
問
題
を
繰
り
返
し
解
い
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
る
自
学
自
習
シ
ス
テ
ム
な
ど
学
生
の
学
習
指
導
に
用
い

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
シ
ラ
バ
ス
や
成
績
の
入
力
、
出
欠
管
理
な
ど
教

学
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
の
ペ
ー
ジ
の
中
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｋ
の
項
目

が
あ
り
、
前
述
の
「
大
学
生
活
の
目
標
と
計
画
」
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
を
更
新
し
た
も
の
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教

員
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
記
録
、
資
格
試
験
の
受
講
状
況
、
合
格
状
況
な
ど
を
参
照
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

多
く
の
学
生
が
三
年
次
に
加
入
す
る
専
門
ゼ
ミ
の
担
当
教
員
と
、

一
年
次
の
ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
Ｃ

Ｄ
Ｋ
を
通
じ
て
、
専
門
ゼ
ミ
の
担
当
教
員
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職

員
は
、
学
生
の
一
年
次
か
ら
の
努
力
の
積
み
重
ね
状
況
や
、
職
業
に

対
す
る
考
え
方
の
変
化
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
可
能
に
し
て
い
る
。

三
．
そ
の
他
の
支
援
策

（
一
）
Ｇ
Ｐ
関
連

〇
七
年
に
Ｇ
Ｐ
採
択
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
学
生
支
援
策
は
、
主
に

一
、二
年
生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
〇
九
年
度
の
大

学
教
育
・
学
生
支
援
事
業
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
上
で
就
職
活
動
に
関
す
る

記
録
・
メ
モ
を
入
力
で
き
る
日
記
機
能
や
教
員
及
び
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
取
る
な
ど
の
機
能
を
持
つ
就
活
日

記
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
実
現
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
、四
年
生
の

就
活
を
支
援
す
る
仕
組
み
も
充
実
し
た
。

Ｇ
Ｐ
関
連
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
正
課
外
の
講
座
と
し
て
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
講
座
」「
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
ス
キ
ル
講
座
」

「
数
理
力
マ
ス
タ
ー
講
座
」な
ど「
自
分
の
人
間
力
を
磨
く
」コ
ー
ス
、

「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
コ
ー
ス
な
ど
を
も
っ
た
自

分
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
一
年
次
春
学
期
の
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
学
生
や
、
そ
れ
で
は
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特集・就職支援～学生の職業意識の醸成～ 
満
足
で
き
な
い
学
生
に
対
し
て
夏
休
み
に
合
宿
方
式
で
実
施
す
る
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
自
分
発
見
キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
あ
る
。

（
二
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
資
格
講
座
・
就
職
対
策
講
座

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
受
け
入
れ
先
の
開
拓
等
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
経
緯
も
あ
り
、
在
学
生
数
に
比
し
、
参
加
す
る
学
生

の
比
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
応
募
し
た
学
生
に
は
、
派
遣
先
が

決
ま
る
と
、
そ
の
企
業
、
業
界
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
さ
せ
、

そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て
の
発
表
会
、
マ
ナ
ー
講
習
な
ど
の
事
前
学
習
、

一
〇
日
間
（
二
週
間
）
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
の
事
後
学
習

に
参
加
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
こ
の
全
課
程
を
修
了
し
た

学
生
に
は
二
単
位
を
付
与
し
て
い
る
。

単
位
取
得
を
目
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
を
希
望
す
る
学

生
の
存
在
は
否
定
で
き
な
い
が
、
一
方
で
、
受
入
企
業
側
の
都
合
で

一
週
間
し
か
実
習
期
間
が
な
く
、
単
位
が
取
得
で
き
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
て
も
、
積
極
的
に
応
募
し
て
く
る
学
生
や
、
単
位
の
対
象

に
な
ら
な
い
三
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
学
生
も
あ

り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
本
来
の
趣
旨
が
学
生
に
よ
く
理
解
さ
れ

て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

資
格
講
座
・
就
職
対
策
講
座
は
「
在
学
中
に
資
格
を
取
っ
て
、
有

利
に
就
活
を
進
め
た
い
」
と
い
う
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

開
設
し
て
お
り
、
〇
九
年
度
は
二
七
講
座
を
開
講
し
、
延
べ

一
〇
九
〇
名
が
受
講
し
て
い
る
。
資
格
講
座
・
就
職
対
策
講
座
は
こ

れ
ま
で
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
て
き
た
が
、
一
〇
年
度
に
資

格
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
た
こ
と
に
伴
い
、
業
務
を
新
セ
ン
タ
ー
に
移

管
し
た
。

お
わ
り
に

就
職
決
定
者
の
比
率
は
長
い
間
、
全
国
平
均
を
上
回
る
水
準
で
推

移
し
て
き
た
が
、
〇
九
年
度
は
わ
ず
か
な
が
ら
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
四
年
の
春
の
早
い
時
期
に
受
験
に
失
敗
し
て

自
信
を
喪
失
し
、
そ
の
ま
ま
就
活
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
学
生
が
少

な
か
ら
ず
い
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
支
援
シ
ス
テ
ム

が
充
実
し
て
も
、
ア
ク
セ
ス
さ
れ
な
く
て
は
効
果
は
出
て
こ
な
い
。

こ
う
し
た
学
生
へ
の
働
き
か
け
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
こ
と
も
次
の

課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

 


